
重要性分類Ⅲ

コード内容 詳細内容

1 0：前回公開と同一内容 前回公開時と同一内容の事例 3,418

2 1：抹消 設定しない －

3 3：新規 今回の公開で新規に追加した事例 66,146

4 5：変更 今回の公開で変更した事例 40,631

5 9：廃止 今回の公開で廃止した事例 29,462

139,657

○令和4年10月版　コンピュータチェック対象事例の更新内容（2022年10月31日現在）

合計

No
変更区分

事例数 更新内容

【公開事例の拡大】

◯「コンピュータチェックに関する公開基準」において慎重に検討するとしていた事例について、試行的公開の結果から判断し、以下の事例を新たに

公開いたします。

・レセプトの記載事項について確認を要する事例

・コンピュータチェック後、更に診療行為等から医学（薬学）的に判断を要する事例

・医薬品の用法・用量の最大投与量の事例や新薬・麻薬・向精神薬の最長投与日数に関する事例

・保険医療機関の入力誤りと考えられる事例

【平成30年3月（初回）から公開している事例（算定ルール等）の更新】

以下に該当する既公開事例を更新いたします。

・令和4年度診療報酬改定に伴い、告示・通知等に変更があった事例

・新規収載（保険収載）された医薬品（新薬・後発品　等）

・前回更新時に公開ファイルの変更区分を「9：廃止」としていた事例の削除　　等

【機械可読が容易となる公開ファイル】

◯公開している全ての事例について、コンピュータに取り込めるファイルによりチェック条件を公開いたします。(詳細については、コンピュータ

チェック対象事例ファイル仕様書を参照。）

○「48IY」で始まる事例コードの「XX」を数字で表示しました。

　（当該内容の変更に係る「変更区分」について、「5：変更」といたしません。）

　（例）　「48IY00X2XX000」→「48IY00X204000」　　　　等

○「医薬品適応関連マスタファイル」の項目について、以下の内容を変更しました。

　（当該項目の変更に係る「変更区分」について、「5：変更」といたしません。）

　・「予備14」を「投与量制限ー適宜増減等区分」に変更しました。

　・「予備16」を「変更区分」に変更しました。

【事例数】

〇コンピュータチェック対象事例ファイルの「変更区分」に「９：廃止」を設定している事例について、コンピュータチェック対象事例の「事例数

(110,195)」に含めず計上するよう変更したことから、当該ファイル内に記載の「事例数（139,657）」と一致しないことに留意願います。

※コンピュータチェックに係る診療内容の適否については、画一的あるいは一律的に適用するものではなく、個別の症例ごとに審査委員会の医学（薬

学）的判断により決定されます。

　なお、以下の関連通知等に照らし、審査委員会において判断しています。

（参考）医科診療報酬点数表、歯科診療報酬点数表、調剤報酬点数表、療養担当規則、厚生労働省事務連絡（疑義解釈、新型コロナウイルス感染症に

係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて　等）　　等


